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契約とエージェント
ロンドンエッセイ　51  小野 あずさ

　イギリスでのほとんどの演劇照明デ
ザインのお仕事は、契約書を交わして
行われます。大体の場合は、お仕事
の話をふられる時点で、報酬と照明
の予算額を知らされますが、すべての
プロダクションがそうであるとは限りま
せん。先に台本をデザイナー（照明
家）に読んでもらい、その感想とアイデ
アをカジュアルな面接で話し合ってか
ら、デザイナーを決めるというときも稀
にあります。大きなスケールの公演で
すと、演出家や劇場専属の照明家(レ
ジデントデザイナー )が手がけることが
多いですが、小中スケールのプロダク
ションですと、面接や電話での話し合
いで決められることがあります。毎回
違うデザイナーとお仕事をしたいとい
う演出家さんの場合もそうです。

　そういったカジュアルな面接では、
自分の過去の作品の写真を見せなが
ら趣旨を話すこともあれば、面接に何
も持ち込まずに、今回やる舞台につ
いて、すぐに話し合うということもありま
す。ある程度のデザインの仕事をこな
していくと、ウェブ上でのポートフォリオ
をクライアントに送って見てもらったり、
エージェントがついているデザイナー
は、エージェントが仕事をとってくると
いうことが多いようです。

　自分の場合は、以前一緒に働いた
人の紹介で、お仕事をいただくことが
ほとんどで、自分が照明デザインを手
がけた公演を観にきてくださった演出
家の方から直接、お話をいただくこと
もたまにあります。イギリスのオフウエ
ストエンド界は、公演や劇場はたくさん
あるものの、意外と世界は狭いので、
噂や紹介、ゴシップなどが広がるのは
あっという間です。常に緊張感と責任
感をもって仕事に徹し、丁寧に人に接
するよう自分でも心がけています。し
かし、特に時間のないオフウエストエン
ドの現場だと、人当たりばかり気にし
ている余裕はありません。ただひたす
ら、信じるものに突き進み、余裕がで
きたらニッコリ。仕事の出来栄えが良

ければ、ニコニコしていなくて
も、仕事は回ってくるものです
が、人間関係も良ければさら
に働きやすくなることは常に心
がけているつもりです。

　エージェントの話に戻ります
が、日本との大きな違いは、ほと
んどの大物照明家はエージェ
ントがついています。中スケー
ルの公演を手がける照明家も、
ほとんどの方がエージェントを
もっていると言っても過言では
ないでしょう。ご存知のとおり、
エージェントはデザイナーの契
約代理人なので、契約の交
渉や、仕事を推薦したり、デザ
イナーの宣伝を担ったり、エージェント
それぞれです。ほとんどのエージェント
は、デザイナーの報酬の10%を受け取
ります。ロンドンで有名なエージェント
を挙げると、ユナイテッド・エイジェン
ツ（www.unitedagents.co.uk）と、ク
レア・ヴィダル（www.clarevidalhall.
com）です。これらのエージェントは、
照明家だけでなく、演出家、役者、舞
台美術家、音楽家、振付家など、彼ら
が抱えるクライアントは実に幅広いで
す。

　ウエストエンドの劇場で働く友人か
ら聞いた話ですが、ほとんどのウエス
トエンドや有名なオフウエストエンドの
劇場では、エージェントのついていな
い照明家は基本的に雇わないという、
暗黙のポリシーがあるそうです。演出
家が「この照明家でないと仕事ができ
ない」など、よほどの理由がない限り。
プロダクション/劇場の立場にしてみ
れば、無名のデザイナーを使うことは、
リスクになりかねないという考えがある
のでしょう。エイジェンシーをもつこと＝
デザイナーとしてブランド化するという
ことで、地位を確立させるということに
繋がってくるのです。

　しかし、デザインや、人とのやりとり
がうまくいかなかったり、仕事で大きな

失敗をすれば、エージェントは去って
いくので（実際にエージェントから外さ
れた人を数名見ました）、エージェント
がついたからといって、今後の仕事
が保証されるというわけでもないという
ことです。エージェントをもつ大きな利
点は、金銭面の話をすべて彼らに任
せて、デザインに集中できること、そし
て、もし追加公演やツアーに行くことに
なったときに、ロイヤルティー等の交渉
をしてくれること、アシスタントの手配を
してくれること、そして今まで関わった
ことのない大きな劇場からも、仕事が
回ってくるようになるということではな
いでしょうか。

　自分は、エージェントから一度、オ
ファーをいただいたことがありますが、
その頃は演劇のみの道に進みたいか
確信できなかったので、断ってしまい
ました。後になり、友人から「彼らは、
結構大きなエージェントなのに、なんて
もったいない！大変なチャンスを逃し
ちゃったね。」と罵られました。試しもし
ないで断ってしまったことに、少し後悔
の念がよぎりますが、演劇以外の照明
のお仕事もやりがいを感じていますし、
自分を成長させるチャンスと思ってい
ます。そして、ジャンルを選んで働け
る今の環境はとても気に入っているの
で、結果オーライと思っています。
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